
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校通信  ― R７第１２号 ―  
 

                                     
 

令和８年２月２７日  弟子屈町立美留和小学校 

【学校の教育目標】 
・よく考える子ども 
・助け合う子ども 
・がんばりぬく子ども 
・  
・強いからだの子ども 

美小だより 
 

 

 

 〈レジリエンスを育てる〉                                                
                                                          校長  齊 藤 靖 恵 
  2月に入り、厳しい寒さの中にも日差しの明るさを感じる季節となりました。日頃より、本校の教育活動に温かいご理
解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 
この冬のミラノ・コルティナオリンピックでは、多くの心を打つ場面がありました。フィギュアスケートでは、選手たちの
演技だけでなく、その後の言葉にも大切な学びがありました。フィギュアスケート・ペアの 三浦璃来選手と 木原龍一 
選手（りくりゅうペア）は、ショートプログラムで思いがけないミスがあり、悔しいスタートとなりました。しかし、続くフリー
では見事に気持ちを立て直し、観客を魅了する完成度の高い演技で見事金メダルを獲得しました。演技後には、「失敗
しても、積み重ねてきたことは消えない」「やってきた練習を信じて滑ることに集中した」という趣旨のコメントをしてお
り、“立て直す力”の大切さを伝えてくれました。また、鍵山優真選手や坂本花織選手も、インタビューの中で、失敗や課
題から目をそらさず準備してきた時間が本番の支えになることを語っています。順調な時だけでなく、うまくいかなかっ
た時にどう向き合うかが、その後の成長を左右することがよく分かります。 
こうした姿は、「レジリエンス（回復する力・立ち直る力）」の大切さを教えてくれます。失敗しないことが大切なので
はなく、失敗したあとにどう考え、どう動くかが大切だということです。真の喜びは、苦しいことや悔しい経験を乗り越え
た先にあります。すぐに得られる瞬間の快さは長続きしませんが、努力して身に付けた力や、やり抜いた経験は、自信と
して長く心に残ります。 
これは、子どもたちが学校で行うすべての活動に共通しています。計算や漢字、読解、作文、話し合い、発表、作品づ
くりなど、どの学びにも思うようにいかない時間があります。間違えたときにやり直す、分からないときに質問する、方法
を変えてもう一度挑戦する――この積み重ねが、子どもたちのレジリエンスを育てます。美留和小学校では、「できた・
できない」という結果だけでなく、途中で投げ出さなかったこと、工夫したこと、もう一度取り組んだことを大切に認め、
励ましていきます。うまくいかなかった経験も、次につながる価値ある学びとして位置づけていきたいと考えています。 
年度のまとめとなるこの季節、子どもたち一人一人が、自分の成長と積み重ねを実感し、次の目標に向かう力を蓄え
られるよう、日々の教育活動を進めてまいります。今後とも、ご家庭・地域の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 3/24（火） 卒業式・修了式 ９：３０～ 離任式１１：００～  場所：体育館 
０８：００ 児童登校 
０９：００ 来賓および保護者受付（着席は９：２０） 
０９：２８ 卒業生入場 
０９：３０ 卒業証書授与式・修了証書授与式 
１１：００ 離任式   
※年度末と年度初めの「地域挨拶」につきましては、時代に添い、昨年度末から割愛させていただいております。 
ぜひ離任式および着任式の場でご挨拶できればと思います。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

地域の皆様にも是非ご参加いただきたくご案内申し上げま
す。（開式前にお越し下さい）会場は体育館です。暖かい服装で
ご来場ください。式への参加希望の方は、お電話にて、ご連絡く
ださい。（015-482-1097教頭まで） 



 

１／２７ 「生活科」ましゅうこども園訪問（２年生）  

 卒園から２年。自分がま

だ小さかったころのこと

について先生からお話

を聞きました。少し照れ

ながら自分のお話を聞く

姿が印象的でした。 

１/２８・２/１８ 読み聞かせ  

 １月は、お正月の鏡餅が主
人公の楽しい絵本と、たぬ
きと子つばめが登場する紙
芝居でした。季節感を感じ
つつ優しい気持ちになれる
お話に心がほっこり温まり
ました。 

１／３１ PTA親子レク「もちつき」＆「逃走中」  

 ＰＴＡの皆様に道具や食材の
準備をしていただき「餅つき」
をしました。おいしいお餅をみ
んなでいただいたり、体育館で
は「逃走中」も。お父さん方の
「ハンター」は、本格的！ みんな
で楽しい時間を過ごしました。 

２／３ 豆まき集会  

 みんなが作った鬼のお面
と退治したい鬼の札を胸に
貼って、鬼退治をしました。
先生たちも一緒に「おには
そと！！」なんども豆を拾って
はぶつけ、心の中の鬼を追
い払いました。 

１／２７ へき複・冬のスポーツフェスティバル  

 和琴小学校の子どもた

ちと一緒にスケートの記

録会と氷上ゲームを行

いました。子どもたちや

保護者の皆さんの声援

が響きわたりました。 

２／９ 自主公開研究会  

 釧路教育局や弟子屈町教育

委員会からお客様をお招き

し、町内各学校の先生方にも

お越しいただいて先生方の授

業を見ていただいたり、発表

を聞いていただきました。 

２／１３・１７ スキー学習  

 １回目でほとんどの子ども
たちがリフトに乗り斜面をタ
ーンしながらおりてくることが
できるようになりました。今年
のスキー学習は天候に左右さ
れることが多く、全２回の実施
となってしまいました…。 

２／４ 弟子屈町児童生徒作品展・図書館見学  

 全校児童で町公民館へ。

町内児童生徒の作品の中

から、心に残った作品を３つ

選び、思ったこと感じたこと

を書きました。その後、図書

館も見学しました。 

２／１７ 思春期保健講座（６年生）  

川湯小・和琴小の児童と一緒

に「思春期講座」（講師：「マタニ

ティ・アイ」成瀬院長）が川湯小に

て行われました。この世に生を受

けることの奇跡、命の大切さに触

れる貴重な時間でした。 

２／１８ 令和８年度 前期児童会役員選挙  

 ６年生が卒業したら、次は現

４年生が学校の最年長、リー

ダーとなります。今回も記載台

と投票箱を役場よりお借りし、

本格的な雰囲気の中、新リー

ダーを選びました。 

２／２０ 児童会・ペットボトルキャップ贈呈  

 児童会長の発案で今年、

ペットボトルキャップの回

収をし、全校で集めたキャ

ップを社会福祉協議会へ

児童会３役が届けに行き

ました。 

２／１８ ようこそ！ 新１年生！(体験授業・保護者説明会）  

 体調が悪く１名は欠席でし

たが、１日体験入学式で全校

児童みんなと挨拶した後、１・

２年生と校内を探検したり、一

緒に工作をしました。来年度

の新入生は2人です。 


